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〔論説 。随筆〕

もう二 十何年 も昔の話 にな ります。私 が大学の

四年生 にな って、卒 論 で ポンプの実 験 をや うてい

た ときで した。 指導教 官 だった前会長 の 白倉 昌明

先生か ら呼 出 しがあ り、お部屋 に うか がい ました。

東京高 校の先 輩 で今井兼
一
郎 さん と云 う方 が数値

計算のアルバイ トを探 してい らっしゃる、ついて

は君や ってみ る気 はないか と云 うお議
′
で した。

当時私は、ガ リ版の原紙 きりだとかあま り知的

でなV アヽルバイ トばか りや ってお りましたので、

数値計算 と曇 う耳なれない仕事 に興味 をひかれ、

おう1受す ることにしました。

-7‐速 、今井 さんのお宅 にうか ゞい ました。今 は

南青山 と呼ばれていますが、当時はまだ麻布新竜

土町、東大 の生産 技術研究所 の裏手に当た ります。

戦 火を免 れて豊 き残 った英国風の洋館 で、そこ

に今井 さん御―家が t御 両親や弟 さん方 と一 緒に

お催 いでした。

鷺階の ダイ黒ングキチ ン風の部屋が若夫婦 の生

活の中心 で、そこで犠 さんか らい ろいろ話 をう

か ゞい ました。学位論文 をまとめ るべ く努力 して

きたこと、会社 の仕事 が忙 しく、計算が思 うょう

に進 まないこと、研究テーマは厚肉回転円筒の弾

性論 に関す ることで、端面の境界条f4・ないろいろ

に試みなが ら遠心応力による変形 を求める問題 を

警彎けてい ること、計算の韮体 は連立一 次方程式

驚麟ド 驀業 にあ ること等 々で した:

アルバイ ト代 は、計算 にかけた時間に応 して、

1分 機円 とす ること、 2週 間に一度位 は計算の進

み具合 を報告す ることな どをきめ、 1台 の タイガ

|―計 算麟をお借 りして家へ戻 りました。

イイガー計算機って御存知ですか。片手に乗る
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位割 と小型ですが、鉄の塊みたいにず っし りと重

く、小 さなハ ン ドルを手建 しして各橋 ごとにセ ジヽ

トした歯数 を加算す る歯車式の計算機 のことです。

今 でも時折、研究室の片隅で埃 をかぶったま ゝ

放 置されてい るの を目にしますが、当時は貴重 品

で した。私 がお借 りしたの も今井 さんの持物 では

な く、当時東大理工研の河村竜馬先生の ところか

らの又借 りで した。

暇 をみつけては、タイが一計算機 をゴリゴリ。

チー ンと廻す生活が始 りました。連立方程式は10

元位 だった と記憶 してい ますが、係数 にはかな り

脱落 したところがあ り、 名漱本の男レを眺めてιま孝青去

法 で求めてゆきました。当IIt私は姉夫婦の ところ

に居候 してお りましたので、夜遅 くまで計算す る

ときは、騒音 に随分 と気 も遣い ました。計算III間

はノー トにつけて集計 してお きました。

今井 さんのお宅に、時 々計算の報告 にうか ゞう

のが大変 たの しみで した。一 つには、今井 家 の空

気のせいだったと思い ます。 当時 では映画の 中で

しか嗅 ぐことの できなか った西洋の空気が、今井

さんの ところではそれが警通のことであ るかの よ

うにたちこめていました。 そう云 えば今井 さんは

アメ リカ生れ、貿易会社の社長 をされた父上 の文

平様は、東大機械の最 も古い先輩のお一人 ですが

日本の枠をはず した生活 と考え方 が今井家の家風

となって了ったので しよう。

奥様や二人のお嬢 さんも交えて、お茶 を頂 きな

が らの会議 も楽 しい ものでした。今井 さんの巧み‐

な比喩 を使 った辛辣で時に りて正 直す ぎる意 見が

出 ると、奥様 はきまつて 「ゃ 一ね、兼一郎は…J

とあま り嫌 そうで もない弾んだ声 で対応 され るな

ど、時のたつの を忘 れ る位 で した。

新会長このI除 い一 婚の機顔

導東京大学

ダーボ機械第6巻第10号



58θ 新会長との出会い二その横顔●(2)

次のたの しみは 、今井 さんが私 の作 業 /― 卜を

覗 き込み 、上着 の 内 ポケ ッ トか ら財布 をとり出 し

それまでのアルバイト代を■|■r‐下゙ る|ときでt.
た。 その度に、ポケ ッ トマネー とはよ く云 らたも

の だとつ くづ く感心 した もの でした。

合計す ると、今井 さんか らはかな りの額 を頂い

たことにな ります :当 時今チトさんは30台の 中ばだ

ったと思い ますが、 自分 がその歳になって始めて

自前の計 算係 を一人雇 うことが どんなに大変 なこ

とか よ く半りりました。

1計 算は数 /7‐月続 きましたょ|学́な ら簡単 なイ予ダ1計

算で済むこと'ですか ら:1電算機 にや らせれば、入

出力文や宣書文 な除く とCA Ы レ壼 BRARYの 僅

か=行 で 横ヽ V てヽ 了う
.もの です。時代 の移 り変 り

を身に染みて 感 じます。 私め計算が どの位役立 ぅ

たかは疑間ですがく―今井 さんは暫 くして学位 論文

を完成 し、東大か ら工 学博士の学位 を授与されま

した。                ●
: ‐

アルバイ ト想肇で:したら、
・
今井 さ んとの縁 も'こ

れ でお しまいにな―る.ところでした。 4年 の夏体 み

中だ らヽたと思 "ま ずか 、今井 さんから 「石 り:1島に

入 る1気はなv かヽ tl石畑[島は発展力のある会社だ」

と書われましな=そ の当時今井 さんは、石 ハ1島に

籍 を置きながらtl三菱 t丼 1重、富士重工 、 プリ‐ン

ス自動 車 と共同出資の 日本 ジ手ウ トニ ンジン株式

会社 に出向 し、1国産 ジエッ トエ ンジン J3の 設計

に没頭 してv ま`した。
‐,就職 のことについては全 く

白紙だった私は、今井さんがそう言うのならばと

入社試験 を受け 1ヾ事業 と同時曝副 :l島重工業株式

会社に入社 しました:当時の社長は土光さんでした。

1私はt舶 用 ガスター■ビンの設計 をす る課に配属

'手奪 りま―したがく―注文の方はさっぱりで、その日

↓1備 えて勉強ばか リーl_てお り'ましたcヽ うヽそのこ

と留学 して勉強いようと西 ド|イッーの1留学生試験 を

受tナ.たt.こ―ろ、ヽま ぐ担当り、在籍のまゝ2年 間ブ

ラウン
'シ
ュバイク■1本わた学に留学 しました。ブ量国

後十年は 翻勤V たヽ後、退社 して東大の機械に講師

となって移 り|ましたので、石 '11島に|よ結局在籍 5

年 ■実働‐3、年 と云 うことにな ります。   ■ ,

その間、私は職制の上で今井さんの
1指揮下に入

る鞭 あ り壕せ んでした。 したがって今持'さ―ん

とは、私的な関係 しか持ち得なか った訳です: ‐

ラインのヘッドとしての今井さんはどんを入‐ダ

ろ うか 、私 に も大い に興 味 があ ります。 ちなみに

環難 は諄1牢す軍書拳甲
長 で、要す るにジェッ ト

エ ンジンとロケ ッ トの最高費鮭者 です。 幸いクラ

スメー トの一人が今井 さんの下 にい ますので聞い

てみ ました。

厳 しいそうです。 ど んな風vに厳 しいのか と云 う

と、理 想 をは っき りと掲 げて、そのためには どう

あるべ きか常に問われ るか らだそうです。 と か く

対症療法的 な
｀
どう処 置すべ きか

″
で日々を追 わ

れ勝ちですが 、それだけで は駄 目|だそうです。|

いささか抵象的な表現 ですが、成 種 と判る気も

しました。 V う` も1根元 に立ち
―
帰 れ ムヽのゆとリ

ーを、

私 も前 々か ら感 じてお|りましたt  l'  ||

今井 さんは、学者|を'大切 にして下 さい ます8‐大
‐

学のことや学‐会 のことな どで傑社 に何かお願い し

なけれ ばな らない とき、今井さ んに頼めば大丈夫

だと皆さまん言われ ま`す:そ |して
'tt確かにそ|の通 り

だった,と云 う1経験をお持ちの方が多い警です:‐

今井さん自身t大 学に残ろうか、実際の生麟

場に立 とうか とさんざん迷 われたあげ (、
1現在の

道 を選 ばれた7J~ですか らt,大学の事情な` どにむよ

ぐ通 じてお ら'れます。このような方が、産学の接|

点である学会で貴重な存在.であることは'云うま
‐で

もあ りません。 日:本機
'械
学会を始め、航空宇書学

会や日本がスタ‐ ビン学会で要職
:を分
｀
担してこ ら.

れたことは御承知の通 りですが、此の度当夕■ボ

機械協会の会長 をおウ1受け頂いたのは、協卸 、発

展の掟 めに大変良かったと思 らてお りますも, ‐

協会の前途は決して平担なものとは思 え
‐
ませ ん
.

が、産学あ漏証を以て協力し―、不滅め原理 に立脚す

るタニぶ機械 の理想を違 い求めてゆけ'ば、遺tよ量

ずと開けでく|る1こ違 しヽあ―り
・
ませ―ん:松 波会長、■自

.‐

倉会長に引 続き'、新会長'の強力|な指導 を期待 して

止みま苺ん。 | ‐ :   |     ||■

本年 5月 12日に術 なわれた総 会後の懇 親会 み庸

上、新会長 との
1議会V'につV て`、警話 を御被籐し

たところ、‐づヽ誌:こも琴導富餓押舞るょう編1参理整弯等から強

いお薦めを頂きました。し`ささか私事に轟ること

ばか りで申し訳ござい まをんが、新会長め素顔の

一端 でもお伝え できればと
'患うて筆む執 りました

のでお許 し願います。 |        ‐
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